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７
月
７
日
㈰
第
10
回
井
原
市

公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
井
原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
公
民
館
よ
り
20
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。　 

　

県
主
公
民
館
か
ら
は
２
チ
ー
ム

参
加
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
を
重
ね

る
ご
と
に
相
手
チ
ー
ム
と
も
打
ち

解
け
、
好
プ
レ
ー
を
た
た
え
る
な

ど
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
結
果
は
、
団
体
の

部
で
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
個
人
、

少
年
の
部
で
は
佐
藤
新
太
君
が

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

藤
井　

千
秋
様
（
亡　

父
）

　

森
本　

正
義
様
（
亡　

母
）

　

北
田　

元
春
様
（
亡　

父
）

　

藤
井　

康
孝
様
（
亡　

母
）

　

廣
田　

久
男
様
（
亡　

父
）
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
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紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

見
事
に
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
も
佐
藤
仁
美
さ
ん
と
北
田

正
次
さ
ん
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
暑
い
中
で
の
プ
レ
ー
で
し

た
が
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
終
わ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
会　

長
】

　

門
田
下
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

秀
俊

【
副
会
長
】

　

淀
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

　

西
方
上
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

中
野
む
つ
み

【
庶　

務
】

　

大
谷
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

松
村　
　

新

　

門
田
上
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

馬
越　

良
浩

【
会　

計
】

　

西
方
下
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

光
男

【
女
性
部
部
長
】

　

２
部　
　
　
　

森
本　

峰
子

【
女
性
部
副
部
長
】

　

３
部　
　
　
　

岡
田　

由
美

　

８
部　
　
　
　

佐
藤　

日
和

　

会
長
職
を
受
け
て
改
め
て
分

か
っ
た
事
は
他
地
区
に
は
な
い
、

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
県
主
自

治
連
合
協
議
会
の
役
員
が
大
幅

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
自
治
連
合
協
議
会

の
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
藤
井 

秀
俊
で
す
。
何
分
不
慣
れ
な
事

に
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が
新
役

員
共
々
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見

を
自
治
会
の
運
営
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
自
治
連
合
協
議
会

の
体
制
は
以
下
の
様
に
な
り
ま
す
。

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.agatanosato.jp

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
で「
み
ん
な
の
県
主
」が
閲
覧
で
き
ま
す
。

藤
井
秀
俊

県
主
独
自
の
様
々
な
活
動
の
各

種
団
体
が
有
り
地
区
の
活
性
化

に
寄
与
し
活
動
を
さ
れ
て
い
る

事
で
す
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
方
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
や
地
区
が
支
え
ら
れ

て
い
る
事
で
す
。
県
主
地
区
の

為
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
改
め
て
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で

今
ま
で
活
動
が
停
滞
気
味
で
し

た
が
昨
年
よ
り
徐
々
に
過
去
の

活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
同
様
に
今
年
も
体
育
祭
、

夏
祭
り
、
敬
老
会
、
文
化
祭
等

行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

県
主
地
区
も
他
地
区
同
様
に
高

齢
化
と
共
に
人
口
問
題
な
ど

様
々
な
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
と
協
力

し
て
よ
り
良
く
住
み
や
す
く
、

明
る
く
楽
し
い
県
主
地
区
実
現

の
た
め
役
員
一
同
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

自
治
連
合
協
議
会
の
活
動
に

ご
理
解
を
頂
き
、
ご
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
区
全
体

　

世
帯
数…

…

５
２
６
世
帯

　
　

 

（
門
田
町…

３
０
２
世
帯
）

　
　

 

（
西
方
町…

２
２
４
世
帯
）

　

人　

口…

１
，１
５
１
人

　
　

 （
門
田
町…

６
６
３
人
）

　
　

 （
西
方
町…

４
８
８
人
）

　

男　

性…
…

５
３
８
人

　
　

 （
門
田
町…

３
２
２
人
）

　
　

 （
西
方
町…

２
１
６
人
）

　

女　

性…
…

６
１
３
人

　
　

 （
門
田
町…

３
４
１
人
）

　
　

 （
西
方
町…

２
７
２
人
）

　

65
歳
以
上…

４
７
２
人

　
　

 （
門
田
町…

２
９
２
人
）

　
　

 （
西
方
町…

１
８
０
人
）

　

高
齢
化
率…

４
１
．０
％

　
　

 （
門
田
町…

４
４
．０
％
）

　
　

 （
西
方
町…

３
６
．９
％
）

　
　
　
　
　
　

  

令
和
６
年
６
月
末
現
在

県
主
地
区
の
人
口
・
世
帯
数

▼
８
月
13
日（
火
）

　
・
県
の
里
納
涼
盆
踊
り
大
会

▼
９
月
８
日（
日
）

　
・
敬
老
会

▼
10
月
６
日（
日
）

　
・
井
原
市
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

▼
11
月
３
日（
日
）

　
・
県
主
地
区
防
災
訓
練

▼
11
月
10
日（
日
）

　
・
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り

▼
11
月
24
日（
日
）

　
・
県
主
公
民
館
Ｇ
・
Ｇ
大
会

▼
12
月
８
日（
日
）

　
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

▼
12
月
29
日（
日
）

　
・
公
民
館
煤
払
い

▼
１
月
３
日（
金
）

　
・
新
年
互
礼
会

今
後
の
主
な
行
事

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
よ

り
公
民
館
主
事
を
拝
命
し

ま
し
た
、
西
方
町
木
舟
の

藤
田
真
也
と
申
し
ま
す
。

　

県
主
で
生
ま
れ
育
っ
た

の
で
す
が
、
地
域
の
状
況

や
組
織
等
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
公

民
館
は
地
域
作
り
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一

杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
公
民
館

に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

公
民
館
主
事
交
代

公
民
館
主
事
交
代

公
民
館
主
事　

藤
田
真
也

自
治
連
合
協
議
会

　
　
　
　

会
長
挨
拶

優
勝
！
公
民
館
対
抗
３
世
代
Ｇ・Ｇ
大
会

優
勝
！
公
民
館
対
抗
３
世
代
Ｇ・Ｇ
大
会

公
民
館
主
事　
　

藤
田
真
也

自
治
連
合
協
議
会

　
　
　
　

会
長
挨
拶
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県
主
地
区
防
災
会
会
長　

藤
井
千
秋

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

岡
田
章
文

成
す
る
た
め
に
各
自
、
各
団
体

が
計
画
に
基
づ
い
た
行
動
を
し

て
い
き
ま
す
。
市
内
12
地
区
に

お
い
て
も
、
令
和
９
年
度
ま
で

に
、
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
進
め

て
行
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
や
各
種
団
体
の
意
見
を
聞

い
て
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
は

必
須
と
な
り
ま
す
。
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
心

を
一
つ
に
し
て
進
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

る
こ
と
と
し
て
、
暗
い
イ
メ
ー

ジ
し
か
わ
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
20
年

後
、
30
年
後
の
地
域
の
あ
る
べ

き
姿
を
思
い
描
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
は
少

し
ず
つ
の
環
境
の
変
化
に
は
気

づ
か
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
時

が
来
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
想
い
を
集
約
し
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
は

県
主
地
域
の
他
に
誇
れ
る
良
い

所
・
解
決
す
べ
き
課
題
や
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
地
域
活
動
の

整
理
な
ど
を
話
し
合
い
、
取
り

ま
と
め
た
上
で
将
来
を
見
据
え

て
目
標
（
将
来
像
）
を
立
て
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

み
ん
な
で
共
有
し
た
目
標
を
達

皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
地
域
別
将
来
推
計
人

口
で
、
井
原
市
は
２
０
２
０
年

の
３
８
３
８
４
人
を
起
点
と
し

て
、
30
年
間
で
２
３
５
８
４
人

に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
消
滅
可

能
性
自
治
体
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
を
県
主

地
区
に
当
て
は
め
る
と
、
約
１

３
０
０
人
の
人
口
が
約
８
０
４

人
（
約
６
割
）
に
な
る
と
想
定

で
き
ま
す
。
高
齢
化
率
も
さ
ら

に
高
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域

独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

（
自
治
・
福
祉
・
文
化
活
動
な
ど
）

や
経
済
活
動
が
必
然
と
し
て
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

少
子
高
齢
化
に
拍
車
を
か
け

た
人
口
減
少
は
、
空
家
問
題
や

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
起
因
す

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

防
災
意
識
を

皆
様
と
と
も
に
高
め
、
災
害
時

の
防
災
減
災
に
繋
げ
る
と
と
も

に
防
災
活
動
に
ご
協
力
頂
け
ま

す
よ
う
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た

佐
藤
好
晴
前
会
長
に
は
、
４
年

間
、
地
区
防
災
会
の
発
足
か
ら

防
災
会
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
日
差
し
の
厳
し
い
時
の
屋

外
作
業
は
控
え
る
な
ど
熱
中
症

に
は
十
分
注
意
い
た
だ
き
こ
の

夏
を
乗
り
切
って
く
だ
さ
い
。

で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
度

の
震
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

県
主
地
区
防
災
会
と
し
ま
し

て
は
、
地
震
災
害
、
大
雨
・
土

砂
災
害
等
に
対
し
、
平
時
で
あ

る
今
日
こ
の
時
に
、
組
織
的
に

そ
し
て
隣
人
同
士
は
勿
論
、
自

治
会
と
一
体
と
な
り
密
接
な
連

携
の
も
と
に
災
害
を
最
小
限
に

止
め
る
意
識
啓
発
と
訓
練
の
実

施
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

た
だ
、
防
災
会
の

活
動
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
行
政
機
関
や
地
区
内

関
係
組
織
と
の
連
携
を
密
に
し
、

ご
指
導
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
安
心
、

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で

発
生
し
て
い
る
自
然
災
害
は
、

頻
発
化
、
激
甚
化
し
、
梅
雨
前

線
や
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
影

響
に
よ
る
大
雨
や
土
砂
災
害
、

地
震
な
ど
、
多
く
の
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
本
年
１
月
１

日
に
は
石
川
県
能
登
地
方
を
中

心
に
最
大
震
度
７
を
観
測
す
る

地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地

震
で
は
、
揺
れ
に
よ
る
影
響
は

も
と
よ
り
、
津
波
や
火
災
も
併

発
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
て
連
日
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
目
を

覆
う
ば
か
り
の
光
景
に
、
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
抗
う
こ
と

の
で
き
な
い
状
況
に
無
力
さ
を

感
じ
つ
つ
も
、
で
き
得
る
限
り

の
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
る

こ
と
の
必
要
性
と
重
要
性
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ

　

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
の
防
災

訓
練
な
ど
へ
積
極
的
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
地
区
防
災

体
制
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
５
月
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
本
会
の
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
、
実
相
の
藤
井
千
秋

で
す
。
就
任
か
ら
２
ヶ
月
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
防
災
体

制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
主
事
と
し
て
、
２
年
間

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
皆
様
よ
り
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
き
な
が
ら
精
一
杯
努

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
必
要
性

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』
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県
主
地
区
防
災
会
会
長　

藤
井
千
秋

令和 6年 7月 31 日

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』

　

今
年
も
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
６
事
業

者
様
よ
り
協
賛
を
い
た
だ
き
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
株
式
会
社
岡
山
三
共
ア
メ
ニ
テ
ィ

◎
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

◎
安
原
産
業
株
式
会
社

◎（
有
）
イ
ン
テ
リ
ア
さ
と
う

◎
和
菓
子
た
む
ら

◎
児
玉
商
店

　

２
０
２
４
年
夏
の
思
い
出
作

り
を
私
た
ち
と
一
緒
に
し
ま
せ

ん
か
？
多
く
の
方
の
展
示
・
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
募
集
の
問
い
合
わ
せ
先

　

部
会
長　

蔵
本
久
美

　
　

０
９
０-

８
７
１
３-

２
０
８
９

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

2024年９月8日（日）～１０月20日（日）

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2024年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（新米・玄米6０kg）/優　秀　賞……２本（新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（新米・白米10kg）/佳　　作……５本（新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎 「里の夢」1本）/ 子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（新米・白米１kg）

作品募集内容

※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本哲治 【電話  090-7125-7290】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町74５-1  電話 0866-62-7812

コンテスト作品募集

主
催

協   

賛

▶開催場所
岡山県井原市西方町
QRコードを読み取ると
開催場所へアクセスでき
ます。

２０２3年 最優秀賞作品

（有）インテリアさとう
リフォーム・内装・インテリア工事・販売

電話 0866-63-0781 和菓子たむら
素材と手作りの優しい味が伝わるお菓子

電話 0866-62-8614

株式会社 岡山三共アメニティ

児玉商店
食品・食材は児玉商店へ

電話 0866-62-1069

シロアリ退治のサンアメマンでおなじみの

第12回

かかしコンテスト開催

鶏卵の生産販売（卵の選別・包装業務）

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

将来のまちづく
りの基本方針を

立てる 

計画に沿った
活動を進める 

現状を調べる 
地域の魅力 

解決すべき課題 

目標（将来像）に
向けた計画スケジ
ュールを立てる 

 

コミュニティ活動
の見直しとまちづ
くりの個別事業の
目標を立て、地域
の将来像を描く 

定期的な計画の
見直しを図る 

どこかの誰かが進める
のではなく、みんなで
話し合って！

計画策定のイメージ

令和 6年 7月 31 日

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
必
要
性

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

岡
田
章
文

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
必
要
性
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県
主
地
区
防
災
会
会
長　

藤
井
千
秋

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

岡
田
章
文

成
す
る
た
め
に
各
自
、
各
団
体

が
計
画
に
基
づ
い
た
行
動
を
し

て
い
き
ま
す
。
市
内
12
地
区
に

お
い
て
も
、
令
和
９
年
度
ま
で

に
、
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
進
め

て
行
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
や
各
種
団
体
の
意
見
を
聞

い
て
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
は

必
須
と
な
り
ま
す
。
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
心

を
一
つ
に
し
て
進
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

る
こ
と
と
し
て
、
暗
い
イ
メ
ー

ジ
し
か
わ
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
20
年

後
、
30
年
後
の
地
域
の
あ
る
べ

き
姿
を
思
い
描
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
は
少

し
ず
つ
の
環
境
の
変
化
に
は
気

づ
か
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
時

が
来
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
想
い
を
集
約
し
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
は

県
主
地
域
の
他
に
誇
れ
る
良
い

所
・
解
決
す
べ
き
課
題
や
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
地
域
活
動
の

整
理
な
ど
を
話
し
合
い
、
取
り

ま
と
め
た
上
で
将
来
を
見
据
え

て
目
標
（
将
来
像
）
を
立
て
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

み
ん
な
で
共
有
し
た
目
標
を
達

皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
地
域
別
将
来
推
計
人

口
で
、
井
原
市
は
２
０
２
０
年

の
３
８
３
８
４
人
を
起
点
と
し

て
、
30
年
間
で
２
３
５
８
４
人

に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
消
滅
可

能
性
自
治
体
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
を
県
主

地
区
に
当
て
は
め
る
と
、
約
１

３
０
０
人
の
人
口
が
約
８
０
４

人
（
約
６
割
）
に
な
る
と
想
定

で
き
ま
す
。
高
齢
化
率
も
さ
ら

に
高
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域

独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

（
自
治
・
福
祉
・
文
化
活
動
な
ど
）

や
経
済
活
動
が
必
然
と
し
て
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

少
子
高
齢
化
に
拍
車
を
か
け

た
人
口
減
少
は
、
空
家
問
題
や

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
起
因
す

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

防
災
意
識
を

皆
様
と
と
も
に
高
め
、
災
害
時

の
防
災
減
災
に
繋
げ
る
と
と
も

に
防
災
活
動
に
ご
協
力
頂
け
ま

す
よ
う
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た

佐
藤
好
晴
前
会
長
に
は
、
４
年

間
、
地
区
防
災
会
の
発
足
か
ら

防
災
会
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
日
差
し
の
厳
し
い
時
の
屋

外
作
業
は
控
え
る
な
ど
熱
中
症

に
は
十
分
注
意
い
た
だ
き
こ
の

夏
を
乗
り
切
って
く
だ
さ
い
。

で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
度

の
震
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

県
主
地
区
防
災
会
と
し
ま
し

て
は
、
地
震
災
害
、
大
雨
・
土

砂
災
害
等
に
対
し
、
平
時
で
あ

る
今
日
こ
の
時
に
、
組
織
的
に

そ
し
て
隣
人
同
士
は
勿
論
、
自

治
会
と
一
体
と
な
り
密
接
な
連

携
の
も
と
に
災
害
を
最
小
限
に

止
め
る
意
識
啓
発
と
訓
練
の
実

施
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

た
だ
、
防
災
会
の

活
動
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
行
政
機
関
や
地
区
内

関
係
組
織
と
の
連
携
を
密
に
し
、

ご
指
導
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
皆

様
方
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ご
協
力
に
よ
り
安
心
、

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で

発
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し
て
い
る
自
然
災
害
は
、
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化
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甚
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し
、
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前
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、
線
状
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水
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の
影
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に
よ
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砂
災
害
、

地
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な
ど
、
多
く
の
災
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が
発
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し
て
い
ま
す
。
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年
１
月
１

日
に
は
石
川
県
能
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地
方
を
中

心
に
最
大
震
度
７
を
観
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す
る

地
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が
発
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し
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甚
大
な
被
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に
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ま
し
た
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こ
の
地
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は
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に
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と
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に
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和
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ま
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総
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ま
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本
会
の
会
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に
就
任

し
ま
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の
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井
千
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で
す
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就
任
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ら
２
ヶ
月
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任
の
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を
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感
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い
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と
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で
あ
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が
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の
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令和 6年 7月 31 日

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』

『
防
災
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
』

　

今
年
も
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
６
事
業

者
様
よ
り
協
賛
を
い
た
だ
き
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
株
式
会
社
岡
山
三
共
ア
メ
ニ
テ
ィ

◎
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

◎
安
原
産
業
株
式
会
社

◎（
有
）
イ
ン
テ
リ
ア
さ
と
う

◎
和
菓
子
た
む
ら

◎
児
玉
商
店

　

２
０
２
４
年
夏
の
思
い
出
作

り
を
私
た
ち
と
一
緒
に
し
ま
せ

ん
か
？
多
く
の
方
の
展
示
・
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
募
集
の
問
い
合
わ
せ
先

　

部
会
長　

蔵
本
久
美

　
　

０
９
０-

８
７
１
３-

２
０
８
９

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

2024年９月8日（日）～１０月20日（日）

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2024年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（新米・玄米6０kg）/優　秀　賞……２本（新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（新米・白米10kg）/佳　　作……５本（新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎 「里の夢」1本）/ 子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（新米・白米１kg）

作品募集内容

※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本哲治 【電話  090-7125-7290】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町74５-1  電話 0866-62-7812

コンテスト作品募集

主
催

協   

賛

▶開催場所
岡山県井原市西方町
QRコードを読み取ると
開催場所へアクセスでき
ます。

２０２3年 最優秀賞作品

（有）インテリアさとう
リフォーム・内装・インテリア工事・販売

電話 0866-63-0781 和菓子たむら
素材と手作りの優しい味が伝わるお菓子

電話 0866-62-8614

株式会社 岡山三共アメニティ

児玉商店
食品・食材は児玉商店へ

電話 0866-62-1069

シロアリ退治のサンアメマンでおなじみの

第12回

かかしコンテスト開催

鶏卵の生産販売（卵の選別・包装業務）

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

将来のまちづく
りの基本方針を

立てる 

計画に沿った
活動を進める 

現状を調べる 
地域の魅力 

解決すべき課題 

目標（将来像）に
向けた計画スケジ
ュールを立てる 

 

コミュニティ活動
の見直しとまちづ
くりの個別事業の
目標を立て、地域
の将来像を描く 

定期的な計画の
見直しを図る 

どこかの誰かが進める
のではなく、みんなで
話し合って！

計画策定のイメージ

令和 6年 7月 31 日

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
必
要
性

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

岡
田
章
文

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
必
要
性
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「
町
内
お
出
か
け
サ
ー
ビ
ス
」始
め
ま
し
た

「
町
内
お
出
か
け
サ
ー
ビ
ス
」始
め
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
訪
問

ふ
れ
あ
い
訪
問

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
互
い
様
の
精
神
で

助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
年

を
と
っ
て
も
行
き
来
で
き
、
元
気

で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
県
主
に
し
た

い
と
考
え
て
「
お
出
か
け
サ
ー
ビ

ス
」
を
始
め
ま
し
た
。
利
用
範

囲
は
、
県
主
地
区
内
と
宮
の
端

ま
で
に
し
ま
し
た
。
随
時
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
も
し
て
い
ま
す
。
空
き
時

間
を
共
に
地
域
の
た
め
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
「
赤
い
羽
根
井
原
の
ま
ち
づ

く
り
助
成
事
業
」
に
よ
る
助
成

を
受
け
「
町
内
お
出
か
け
サ
ー

ビ
ス
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

移
動
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

方
が
次
第
に
増
え
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
、
ご

近
所
で
マ
イ
カ
ー
に
乗
せ
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
方
も
高
齢
に
な

ら
れ
、
あ
い
あ
い
バ
ス
の
路
線

は
我
が
家
か
ら
遠
い
、
ホ
ッ
と

カ
フ
ェ
や
行
事
に
出
か
け
た
い

が
タ
ク
シ
ー
を
頼
む
ほ
ど
の
距

離
で
は
な
い
し
歩
い
て
は
行
け

な
い
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
仲
良
し
の
友
達

が
少
な
く
な
っ
て
、
集
い

の
場
へ
行
く
元
気
が
な
く

な
っ
た
と
か
、
出
か
け
る

こ
と
自
体
が
わ
ず
ら
わ
し

く
な
っ
て
一
人
で
家
に
い

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
、

出
か
け
た
い
け
ど
人
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら

家
に
居
る
と
言
わ
れ
る
方

　

７
月
３
日
、
今
日
の
サ
ロ
ン

は
ふ
れ
あ
い
訪
問
。８
部
が
２
・

３
部
と
合
同
で
、
児
童
３
人
を

迎
え
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
二

十
の
と
び
ら
」
と
言
っ
て
、
お

題
を
当
て
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
。

み
ん
な
真
剣
に
お
題
を
出
し
、

答
え
を
考
え
、
脳
ト
レ
を
満
喫

し
た
ひ
と
時
で
し
た
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長　
　

佐
藤
和
子

七
五
三
会　

中
野
む
つ
み

第
45
回
県
主
町
民
体
育
祭

5
26

アースラブ  美化活動６
23

小学校  さつま芋植え6
17

鳥羽踊り子ども伝承教室
　受講生募集（井原放送）

5
28

　

６
月
10
日
に
、
西
方
町
の
鳥

越
美
代
子
さ
ん
が
、
満
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
、
会
長
、
地
区
担
当
民
生

委
員
が
訪
問
し
、
さ
さ
や
か
な

が
ら
祝
金
を
手
渡
し
て
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

美
代
子
さ
ん
は
手
芸
が
堪
能

で
、
少
し
前
ま
で
手
毬
を
刺
し

て
お
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
お
子
様
や
お
孫
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
お
祝
い
の
お
手
紙

な
ど
を
受
け
取
ら
れ
て
、
嬉
し

そ
う
な
お
顔
で
し
た
。
美
代
子

さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

満
百
歳
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

社会を明るくする運動
ハーレーパレード

7
4
社会を明るくする運動
ハーレーパレード

満
百
歳
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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９
月　

作
品
作
り

11
月　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月　

カ
ッ
プ
寿
司
作
り

　
　
　

閉
講
式

【
門
田
楽
寿
会
】

４
月　

総
会

５
月　

寿
大
学
院

８
月　

く
ら
し
と
人
権
講
座

　
　
　

小
学
校
運
動
場
草
取
奉
仕
作
業

９
月　

出
前
講
座

　
　
　

井
原
市
老
連
Ｇ
・
Ｇ
大
会

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

井
原
市
老
連
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

11
月　

研
修
親
睦
旅
行

12
月　

料
理
教
室

【
西
方
楽
寿
会
】

４
月　

学
習
計
画

６
月　

高
齢
者
学
級
食
育
講
座

８
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

９
月　
社
会
奉
仕
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　

井
原
市
老
連
Ｇ
・
Ｇ
大
会

10
月　

井
原
市
老
連
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

11
月　

井
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

12
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

１
月　

高
齢
者
学
級
食
育
講
座

３
月　
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
体
力
測
定
会

　

明
る
く
心
身
共
に
健
康
な
幼

児
の
育
成
を
図
り
、
保
護
者
の

親
睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式

５
月　

工
作

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月　

閉
講
式

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
。
ま
た
相
互
の
親
睦
を
深
め

地
域
社
会
へ
参
加
す
る
。

９
月　

作
品
作
り

９
月　

教
育
講
演
会

11
月　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月　

し
め
飾
り
集
会

１
月　

と
ん
ど
集
会

　

自
治
会
女
性
部
員
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を

高
め
る
。

６
月　

開
講
式
・
出
前
講
座

８
月　

小
学
校
奉
仕
作
業
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●
１
部　
　

藤
井　

清
美

●
２
部　
　

安
藤　

直
樹

●
３
部　
　

山
本　

邦
彰

●
４
部　
　

馬
越　

一
良

●
５
部　
　

蔵
本　

崇
司

●
６
部　
　

西
本　
　

興

●
７
部　
　

妹
尾　

泰
利

●
８
部　
　

中
野　

典
夫

●
９
部　
　

北
田　

敏
昭

●
10
部　
　

福
島　
　

章

●
11
部　
　

山
崎
貴
美
子

▼
上
淀　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

▼
淀
西　
　
　
　

藤
井　

秀
清

▼
小
林　
　
　
　

藤
井　

清
美

▼
淀
下
第
１　
　

藤
井　

克
己

▼
淀
下
第
２　
　

岡
田　

浩
之

▼
広
江
第
１　
　

山
本　

邦
彰

▼
広
江
第
２　
　

藤
井　

秀
俊

▼
太
和　
　
　
　

岡
田　

幸
治

▼
仁
古
谷
上　
　

花
本　

文
恵

▼
仁
古
谷
下　
　

安
藤　

直
樹

▼
実
相
前　
　
　

藤
井　

彰
夫

▼
実
相
後　
　
　

岡
田　

洋
子

▼
大
谷
上　
　
　

木
下　

浩
次

▼
大
谷
下　
　
　

松
村　
　

新

▼
西
大
谷　
　
　

馬
越　

一
良

▼
都
恵
第
１　
　

石
井　

圭
子

▼
都
恵
第
２　
　

西
田　
　

昇

▼
蔵
本
上　
　
　

広
田　

頼
美

▼
蔵
本
下　
　
　

蔵
本　

崇
司

▼
女
官
第
１　
　

西
本　
　

順

▼
女
官
第
２　
　

西
本　
　

興

▼
南　
　
　
　
　

吉
仲　

鄧
恵

▼
辻　
　
　
　
　

馬
越　

良
浩

▼
石
仏　
　
　
　

妹
尾　

泰
利

▼
木
舟　
　
　
　

藤
田　

勝
浩

▼
井
迫　
　
　
　

北
田　

裕
人

▼
中
岡　
　
　
　

北
田　

和
之

▼
中
耕
地　
　
　

三
嶋　

秀
幸

▼
甲
子
講　
　
　

畑
野　
　

仁

▼
大
迫
１
組　
　

佐
藤　

輝
義

▼
大
迫
２
組　
　

北
田　

勝
信

▼
大
迫
３
組　
　

松
石　

節
治

▼
大
迫
４
組　
　

田
中　

貞
子

▼
向
山
西　
　
　

佐
藤　

光
男

▼
向
山
東　
　
　

宇
山　

数
義

▼
西
方
住
宅　
　

菱
田　

延
子

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

第
45
回
県
主
町
民
体
育
祭

第
45
回
県
主
町
民
体
育
祭

公
民
館
保
体
部　
　
　

佐
藤
和
行

令
和
６
年
度
各
地
区
自
治
会
長

●
１
部

　

藤
井　

峰
子
・
藤
井　

秀
清

　

藤
井
美
恵
子
・
藤
井　

稔
恵

　

佐
藤　

賀
寿

●
２
部

　

山
本　

邦
彰
・
藤
井　

秀
俊

　

岡
田　

幸
治
・
花
本　

文
恵

　

安
藤　

直
樹

●
３
部

　

藤
井　

彰
夫
・
岡
田　

洋
子

●
４
部

　

木
下　

浩
次
・
松
村　
　

新

　

馬
越　

一
良

●
５
部

　

石
井　

圭
子
・
西
田　
　

昇

　

広
田　

頼
美
・
蔵
本　

崇
司

●
６
部

　

西
本　
　

順
・
西
本　
　

興

　

吉
仲　

鄧
恵
・
馬
越　

良
浩

●
７
部

　

妹
尾
貴
美
子
・
藤
田　

勝
浩

　

北
田　

裕
子
・
北
田　

恵
子

●
８
部

　

石
丸　

孝
子
・
北
田
い
づ
み

●
９
部

　

森
岡　

順
次
・
生
駒　

悦
子

　

藤
井　

保
江
・
池
田　

俊
美

●
10
部

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
鳥
越　

愛
子

　

藤
井　
　

護

◎
会　

長

　

佐
藤　

和
子

◎
副
会
長

　

森
下　

和
美
・
藤
井　

秀
俊

　

佐
藤　

聖
子

◎
庶　

務

　

吉
仲　

利
哲

◎
会　

計

　

佐
藤　

弘
美

◎
理　

事

　

藤
田　

真
也
・
藤
井　

千
秋

　

森
本　

峰
子
・
岡
本　

綾
子

　

藤
井　

純
彦
・
山
本　

俊
和

　

佐
藤　
　

茂
・
中
野
む
つ
み

　

松
村　
　

新
・
馬
越　

良
浩

　

佐
藤　

光
男
・
北
川
さ
ち
子

　

藤
井　

京
子
・
岡
田　

由
美

　

佐
藤　

日
和
・
三
嶋　

佐
織

　

佐
藤　

真
澄
・
角
山
真
衣
奈

　

藤
井　

保
江
・
馬
越
ま
ゆ
み

　

岡
田　

正
代
・
蔵
本　

哲
治

　

北
田　

泰
裕
・
鳥
越
千
恵
子

　

松
山　

祥
文
・
蔵
本　

久
美

◎
監　

事

　

三
嶋　

邦
恵
・
岡
田　

幸
恵

　

谷
本　

亮
平
・
福
島　
　

章

●
11
部

　

川
上
多
恵
子
・
藤
井　

正
雄

　

中
村　
　

恵
・
大
月　

邦
晃

●
１
部　
　

藤
井　

克
己

●
２
部　
　

岡
田　

幸
治

●
３
部　
　

藤
井　

彰
夫

●
４
部　
　

木
下　

浩
次

●
５
部　
　

安
原　

由
弘

●
６
部　
　

西
本　
　

順

●
７
部　
　

北
田　

裕
人

●
８
部　
　

小
寺　

展
弘

●
９
部　
　

佐
藤　
　

隆

●
10
部　
　

谷
本　

亮
平

●
11
部　
　

井
上　

啓
子

●
１
部　
　

藤
井　

秀
清

●
２
部　
　

花
本　

文
恵

●
３
部　
　

岡
田　

洋
子

●
４
部　
　

馬
越　

一
良

●
５
部　
　

西
田　
　

昇

●
６
部　
　

吉
仲　

鄧
恵

●
７
部　
　

北
田　

和
之

●
８
部　
　

北
田　

和
成

●
９
部　
　

平
田　

泰
久

●
10
部　
　

宇
山　

数
義

●
11
部　
　

藤
井　

幹
子



　

５
月
26
日
（
日
）
第
45

回
県
主
町
民
体
育
祭
が
絶

好
の
運
動
会
日
和
の
中
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
競
技
を
11
種

目
と
し
、
多
く
の
方
が
楽
し

め
る
大
会
を
目
指
し
て
役

員
会
を
重
ね
、
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
地
区
選
手

の
奮
闘
で
最
後
の
競
技
ま
で

接
戦
が
続
き
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
２
分
団
が
熱
戦

を
制
し
優
勝
の
栄
誉
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

暑
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
方
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後

も
町
民
体
育
祭
が
続
い
て
開

催
で
き
ま
す
よ
う
に
ご
協
力

を
御
願
い
致
し
ま
す
。

写
真
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
保
健
体
育
委
員

令
和
６
年
度
文
化
委
員

令
和
６
年
度
環
境
委
員

令
和
６
年
度
福
祉
委
員





９
月　

作
品
作
り

11
月　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月　

カ
ッ
プ
寿
司
作
り

　
　
　

閉
講
式

【
門
田
楽
寿
会
】

４
月　

総
会

５
月　

寿
大
学
院

８
月　

く
ら
し
と
人
権
講
座

　
　
　

小
学
校
運
動
場
草
取
奉
仕
作
業

９
月　

出
前
講
座

　
　
　

井
原
市
老
連
Ｇ
・
Ｇ
大
会

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

井
原
市
老
連
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

11
月　

研
修
親
睦
旅
行

12
月　

料
理
教
室

【
西
方
楽
寿
会
】

４
月　

学
習
計
画

６
月　

高
齢
者
学
級
食
育
講
座

８
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

９
月　
社
会
奉
仕
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　

井
原
市
老
連
Ｇ
・
Ｇ
大
会

10
月　

井
原
市
老
連
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

11
月　

井
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

12
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

１
月　

高
齢
者
学
級
食
育
講
座

３
月　
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
体
力
測
定
会

　

明
る
く
心
身
共
に
健
康
な
幼

児
の
育
成
を
図
り
、
保
護
者
の

親
睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式

５
月　

工
作

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月　

閉
講
式

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
。
ま
た
相
互
の
親
睦
を
深
め

地
域
社
会
へ
参
加
す
る
。

９
月　

作
品
作
り

９
月　

教
育
講
演
会

11
月　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月　

し
め
飾
り
集
会

１
月　

と
ん
ど
集
会

　

自
治
会
女
性
部
員
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を

高
め
る
。

６
月　

開
講
式
・
出
前
講
座

８
月　

小
学
校
奉
仕
作
業
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●
１
部　
　

藤
井　

清
美

●
２
部　
　

安
藤　

直
樹

●
３
部　
　

山
本　

邦
彰

●
４
部　
　

馬
越　

一
良

●
５
部　
　

蔵
本　

崇
司

●
６
部　
　

西
本　
　

興

●
７
部　
　

妹
尾　

泰
利

●
８
部　
　

中
野　

典
夫

●
９
部　
　

北
田　

敏
昭

●
10
部　
　

福
島　
　

章

●
11
部　
　

山
崎
貴
美
子

▼
上
淀　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

▼
淀
西　
　
　
　

藤
井　

秀
清

▼
小
林　
　
　
　

藤
井　

清
美

▼
淀
下
第
１　
　

藤
井　

克
己

▼
淀
下
第
２　
　

岡
田　

浩
之

▼
広
江
第
１　
　

山
本　

邦
彰

▼
広
江
第
２　
　

藤
井　

秀
俊

▼
太
和　
　
　
　

岡
田　

幸
治

▼
仁
古
谷
上　
　

花
本　

文
恵

▼
仁
古
谷
下　
　

安
藤　

直
樹

▼
実
相
前　
　
　

藤
井　

彰
夫

▼
実
相
後　
　
　

岡
田　

洋
子

▼
大
谷
上　
　
　

木
下　

浩
次

▼
大
谷
下　
　
　

松
村　
　

新

▼
西
大
谷　
　
　

馬
越　

一
良

▼
都
恵
第
１　
　

石
井　

圭
子

▼
都
恵
第
２　
　

西
田　
　

昇

▼
蔵
本
上　
　
　

広
田　

頼
美

▼
蔵
本
下　
　
　

蔵
本　

崇
司

▼
女
官
第
１　
　

西
本　
　

順

▼
女
官
第
２　
　

西
本　
　

興

▼
南　
　
　
　
　

吉
仲　

鄧
恵

▼
辻　
　
　
　
　

馬
越　

良
浩

▼
石
仏　
　
　
　

妹
尾　

泰
利

▼
木
舟　
　
　
　

藤
田　

勝
浩

▼
井
迫　
　
　
　

北
田　

裕
人

▼
中
岡　
　
　
　

北
田　

和
之

▼
中
耕
地　
　
　

三
嶋　

秀
幸

▼
甲
子
講　
　
　

畑
野　
　

仁

▼
大
迫
１
組　
　

佐
藤　

輝
義

▼
大
迫
２
組　
　

北
田　

勝
信

▼
大
迫
３
組　
　

松
石　

節
治

▼
大
迫
４
組　
　

田
中　

貞
子

▼
向
山
西　
　
　

佐
藤　

光
男

▼
向
山
東　
　
　

宇
山　

数
義

▼
西
方
住
宅　
　

菱
田　

延
子

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

第
45
回
県
主
町
民
体
育
祭

第
45
回
県
主
町
民
体
育
祭

公
民
館
保
体
部　
　
　

佐
藤
和
行

令
和
６
年
度
各
地
区
自
治
会
長

●
１
部

　

藤
井　

峰
子
・
藤
井　

秀
清

　

藤
井
美
恵
子
・
藤
井　

稔
恵

　

佐
藤　

賀
寿

●
２
部

　

山
本　

邦
彰
・
藤
井　

秀
俊

　

岡
田　

幸
治
・
花
本　

文
恵

　

安
藤　

直
樹

●
３
部

　

藤
井　

彰
夫
・
岡
田　

洋
子

●
４
部

　

木
下　

浩
次
・
松
村　
　

新

　

馬
越　

一
良

●
５
部

　

石
井　

圭
子
・
西
田　
　

昇

　

広
田　

頼
美
・
蔵
本　

崇
司

●
６
部

　

西
本　
　

順
・
西
本　
　

興

　

吉
仲　

鄧
恵
・
馬
越　

良
浩

●
７
部

　

妹
尾
貴
美
子
・
藤
田　

勝
浩

　

北
田　

裕
子
・
北
田　

恵
子

●
８
部

　

石
丸　

孝
子
・
北
田
い
づ
み

●
９
部

　

森
岡　

順
次
・
生
駒　

悦
子

　

藤
井　

保
江
・
池
田　

俊
美

●
10
部

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
鳥
越　

愛
子

　

藤
井　
　

護

◎
会　

長

　

佐
藤　

和
子

◎
副
会
長

　

森
下　

和
美
・
藤
井　

秀
俊

　

佐
藤　

聖
子

◎
庶　

務

　

吉
仲　

利
哲

◎
会　

計

　

佐
藤　

弘
美

◎
理　

事

　

藤
田　

真
也
・
藤
井　

千
秋

　

森
本　

峰
子
・
岡
本　

綾
子

　

藤
井　

純
彦
・
山
本　

俊
和

　

佐
藤　
　

茂
・
中
野
む
つ
み

　

松
村　
　

新
・
馬
越　

良
浩

　

佐
藤　

光
男
・
北
川
さ
ち
子

　

藤
井　

京
子
・
岡
田　

由
美

　

佐
藤　

日
和
・
三
嶋　

佐
織

　

佐
藤　

真
澄
・
角
山
真
衣
奈

　

藤
井　

保
江
・
馬
越
ま
ゆ
み

　

岡
田　

正
代
・
蔵
本　

哲
治

　

北
田　

泰
裕
・
鳥
越
千
恵
子

　

松
山　

祥
文
・
蔵
本　

久
美

◎
監　

事

　

三
嶋　

邦
恵
・
岡
田　

幸
恵

　

谷
本　

亮
平
・
福
島　
　

章

●
11
部

　

川
上
多
恵
子
・
藤
井　

正
雄

　

中
村　
　

恵
・
大
月　

邦
晃

●
１
部　
　

藤
井　

克
己

●
２
部　
　

岡
田　

幸
治

●
３
部　
　

藤
井　

彰
夫

●
４
部　
　

木
下　

浩
次

●
５
部　
　

安
原　

由
弘

●
６
部　
　

西
本　
　

順

●
７
部　
　

北
田　

裕
人

●
８
部　
　

小
寺　

展
弘

●
９
部　
　

佐
藤　
　

隆

●
10
部　
　

谷
本　

亮
平

●
11
部　
　

井
上　

啓
子

●
１
部　
　

藤
井　

秀
清

●
２
部　
　

花
本　

文
恵

●
３
部　
　

岡
田　

洋
子

●
４
部　
　

馬
越　

一
良

●
５
部　
　

西
田　
　

昇

●
６
部　
　

吉
仲　

鄧
恵

●
７
部　
　

北
田　

和
之

●
８
部　
　

北
田　

和
成

●
９
部　
　

平
田　

泰
久

●
10
部　
　

宇
山　

数
義

●
11
部　
　

藤
井　

幹
子



　

５
月
26
日
（
日
）
第
45

回
県
主
町
民
体
育
祭
が
絶

好
の
運
動
会
日
和
の
中
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
競
技
を
11
種

目
と
し
、
多
く
の
方
が
楽
し

め
る
大
会
を
目
指
し
て
役

員
会
を
重
ね
、
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
地
区
選
手

の
奮
闘
で
最
後
の
競
技
ま
で

接
戦
が
続
き
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
２
分
団
が
熱
戦

を
制
し
優
勝
の
栄
誉
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

暑
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
方
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後

も
町
民
体
育
祭
が
続
い
て
開

催
で
き
ま
す
よ
う
に
ご
協
力

を
御
願
い
致
し
ま
す
。

写
真
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
保
健
体
育
委
員

令
和
６
年
度
文
化
委
員

令
和
６
年
度
環
境
委
員

令
和
６
年
度
福
祉
委
員


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７
月
７
日
㈰
第
10
回
井
原
市

公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
井
原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
公
民
館
よ
り
20
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。　 

　

県
主
公
民
館
か
ら
は
２
チ
ー
ム

参
加
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
を
重
ね

る
ご
と
に
相
手
チ
ー
ム
と
も
打
ち

解
け
、
好
プ
レ
ー
を
た
た
え
る
な

ど
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
結
果
は
、
団
体
の

部
で
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
個
人
、

少
年
の
部
で
は
佐
藤
新
太
君
が

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

藤
井　

千
秋
様
（
亡　

父
）

　

森
本　

正
義
様
（
亡　

母
）

　

北
田　

元
春
様
（
亡　

父
）

　

藤
井　

康
孝
様
（
亡　

母
）

　

廣
田　

久
男
様
（
亡　

父
）
































紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。





ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

見
事
に
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
も
佐
藤
仁
美
さ
ん
と
北
田

正
次
さ
ん
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
暑
い
中
で
の
プ
レ
ー
で
し

た
が
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
終
わ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
会　

長
】

　

門
田
下
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

秀
俊

【
副
会
長
】

　

淀
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

　

西
方
上
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

中
野
む
つ
み

【
庶　

務
】

　

大
谷
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

松
村　
　

新

　

門
田
上
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

馬
越　

良
浩

【
会　

計
】

　

西
方
下
自
治
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

光
男

【
女
性
部
部
長
】

　

２
部　
　
　
　

森
本　

峰
子

【
女
性
部
副
部
長
】

　

３
部　
　
　
　

岡
田　

由
美

　

８
部　
　
　
　

佐
藤　

日
和

　

会
長
職
を
受
け
て
改
め
て
分

か
っ
た
事
は
他
地
区
に
は
な
い
、

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
県
主
自

治
連
合
協
議
会
の
役
員
が
大
幅

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
自
治
連
合
協
議
会

の
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
藤
井 

秀
俊
で
す
。
何
分
不
慣
れ
な
事

に
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が
新
役

員
共
々
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見

を
自
治
会
の
運
営
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
自
治
連
合
協
議
会

の
体
制
は
以
下
の
様
に
な
り
ま
す
。

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.agatanosato.jp

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
で「
み
ん
な
の
県
主
」が
閲
覧
で
き
ま
す
。

藤
井
秀
俊

県
主
独
自
の
様
々
な
活
動
の
各

種
団
体
が
有
り
地
区
の
活
性
化

に
寄
与
し
活
動
を
さ
れ
て
い
る

事
で
す
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
方
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
や
地
区
が
支
え
ら
れ

て
い
る
事
で
す
。
県
主
地
区
の

為
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
改
め
て
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で

今
ま
で
活
動
が
停
滞
気
味
で
し

た
が
昨
年
よ
り
徐
々
に
過
去
の

活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
同
様
に
今
年
も
体
育
祭
、

夏
祭
り
、
敬
老
会
、
文
化
祭
等

行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

県
主
地
区
も
他
地
区
同
様
に
高

齢
化
と
共
に
人
口
問
題
な
ど

様
々
な
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
と
協
力

し
て
よ
り
良
く
住
み
や
す
く
、

明
る
く
楽
し
い
県
主
地
区
実
現

の
た
め
役
員
一
同
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

自
治
連
合
協
議
会
の
活
動
に

ご
理
解
を
頂
き
、
ご
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
区
全
体

　

世
帯
数…

…

５
２
６
世
帯

　
　

 

（
門
田
町…

３
０
２
世
帯
）

　
　

 

（
西
方
町…

２
２
４
世
帯
）

　

人　

口…

１
，１
５
１
人

　
　

 （
門
田
町…

６
６
３
人
）

　
　

 （
西
方
町…

４
８
８
人
）

　

男　

性…
…

５
３
８
人

　
　

 （
門
田
町…

３
２
２
人
）

　
　

 （
西
方
町…

２
１
６
人
）

　

女　

性…
…

６
１
３
人

　
　

 （
門
田
町…

３
４
１
人
）

　
　

 （
西
方
町…

２
７
２
人
）

　

65
歳
以
上…

４
７
２
人

　
　

 （
門
田
町…

２
９
２
人
）

　
　

 （
西
方
町…

１
８
０
人
）

　

高
齢
化
率…

４
１
．０
％

　
　

 （
門
田
町…

４
４
．０
％
）

　
　

 （
西
方
町…

３
６
．９
％
）

　
　
　
　
　
　

  

令
和
６
年
６
月
末
現
在

県
主
地
区
の
人
口
・
世
帯
数

▼
８
月
13
日（
火
）

　
・
県
の
里
納
涼
盆
踊
り
大
会

▼
９
月
８
日（
日
）

　
・
敬
老
会

▼
10
月
６
日（
日
）

　
・
井
原
市
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

▼
11
月
３
日（
日
）

　
・
県
主
地
区
防
災
訓
練

▼
11
月
10
日（
日
）

　
・
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り

▼
11
月
24
日（
日
）

　
・
県
主
公
民
館
Ｇ
・
Ｇ
大
会

▼
12
月
８
日（
日
）

　
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

▼
12
月
29
日（
日
）

　
・
公
民
館
煤
払
い

▼
１
月
３
日（
金
）

　
・
新
年
互
礼
会

今
後
の
主
な
行
事

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
よ

り
公
民
館
主
事
を
拝
命
し

ま
し
た
、
西
方
町
木
舟
の

藤
田
真
也
と
申
し
ま
す
。

　

県
主
で
生
ま
れ
育
っ
た

の
で
す
が
、
地
域
の
状
況

や
組
織
等
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
公

民
館
は
地
域
作
り
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一

杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
公
民
館

に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

公
民
館
主
事
交
代

公
民
館
主
事
交
代

公
民
館
主
事　

藤
田
真
也

自
治
連
合
協
議
会

　
　
　
　

会
長
挨
拶

優
勝
！
公
民
館
対
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